
 
 
 

 
 

 

 

 

栃木県の重心点（篠井） 

北緯 36 度 41 分 21 秒 

東経 139 度 49 分 09 秒 

 

■新年のご挨拶 篠井地区後援会長 沼尾順市 
 
 
 
 
 
 
 
 

■新たな名所が誕生！ 

 栃木県の重心点が、世界測地系での緯度と東経により、篠井町地内であることが判明しました。 
新聞報道で記事にもなりましたが、篠井地区まちづくり協議会を中心とした地域住民が 12 月 8 日に、日本

さくらの会から寄贈された桜の苗木（約 80 本）を植樹し、今後の地域活性化に向けて動き出しました。  
なにか・・？ ワクワクしてきましたね～ 
■平成２５年 ３月・12 月定例会一般質問（抜粋） 
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けいちゃん便り  
平成 26 年度の新春を迎え、心よりお喜び申しあげます。 

昨年も多くの皆様にお世話になり誠にありがとうござ

いました。国の政権交代から、景気が持ち直しては来まし

たが実感が少なく、春からの消費税増税、少子高齢化の到

来など、諸問題が数多くあり、まだまだ厳しい状況であり

ます。一方では、2020 年のオリンピック、パラリンピッ

クの開催が東京に決定したことなど明るい話題もあり、足

元をしっかりと見つめながら、前を向いていきましょう。 

本年もご指導賜りたく、宜しくお願い致します。 

新春を迎え、心よりお喜び申し上げます。後援会を代表いたしましてご挨拶を申し上げます。 

皆様方には、櫻井議員の活動と後援会の活動、運営におきまして、ご理解、ご協力、ご支援を賜り、

心よりお礼を申し上げます。 

櫻井議員の議会と市制においての活躍は、市政全般と私たちの特に北西地区の課題解決に向け、取

り組んでいただいており、身近な道路整備や環境整備、生活福祉の向上などに役立っております。 

今後とも、後援会の皆様方に力強いご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

本年も、皆様にとって幸多い年である事を御祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。 

＊ スポーツのまち宇都宮について 
＊ ネットワーク型コンパクトシティと定住化促進について 
＊ 有害鳥獣対策について 
＊ 安全・安心な通学路と自転車走行空間整備について 
＊ 新交通システム（LRT）の導入及び公共交通の利便性向上 
＊ 地域と一体になったまちづくりについて 
＊ 旧宇都宮市斎場跡地の緑地整備について 
＊ 本市の農業政策について 

周辺が一望できる（仮称）

栃木県の重心の地広場 

２０１４年

うま年 



◎後援会からのお知らせ◎ 

『総会及び新春のつどい』 

日時  ２０１４年２月１１日（祝日） 

１７時００分～ 

場所   ホテルニューイタヤ  

＜ネットワーク型コンパクトシティ調査特別委員会 ＞ 

 宇都宮市は、今後の少子高齢化社会においても、持続可能な都市を目指す 

為、「ネットワーク型コンパクトシティ」のまちづくりを進めています。 

 第 5 次総合計画改定基本計画の後期見直しの中で、ビジョンづくりを検討 

しており、議会においても 9 月に調査特別委員会を立ち上げ、調査・検討し 

報告書を取りまとめる予定です。 

 今回の特徴は、地域資源などを活用した特色ある地域を元気にするために、 

地域拠点を 18 か所選定し、活力ある生活拠点づくりを創出するとしています。 

 特別委員会の委員長として、大役を務めて参ります。 

 

＜議会の主な役職と活動＞ 

・総務常任委員会 委員 

・宇都宮市農業委員 

・ネットワーク型コンパクトシティ 

調査特別委員会  委員長 

・公共交通問題調査特別委員会 委員 

＜地域の主要道路整備＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

◎けいちゃん所感◎ 

昨年の世相を表す一文字は「輪」でした。 

東京での「五輪」開催が決定したことや、震災から

の復興を「輪」の気持ちを持って行っていることなど

が理由であります。人と人との繋がりや人間関係が希

薄になってきています。知恵の「輪」をみんなで絞り

出し、友好の「輪」を重ねていきましょう。 

本年も、ご指導、ご鞭撻をお願い致します。 皆様のご参加をお待ちしております！ 

 
市道 6193 号線（晃陽中西側） 

行政視察での代表挨拶

（金沢市） 

 
市道 2769 号線（篠井町地内） 

＜新交通システム（LRT）と公共交通網の整備＞ 

 市民福祉の向上と産業振興、鉄道との連携など市内

全域と栃木県央エリヤの公共交通網を構築するため

の、東西の基幹交通を整備する事業です。 

事業概要の予定（JR 駅東方面の優先整備区間） 

延長約 12 ㎞、運賃 100 円～400 円、所要時間約 31 分 

停留所 15 か所（トランジェットセンター5 か所） 

運行頻度 ピーク時 6 分間隔、オフピーク時 10 分間隔

事業費 約 260 億円（国 1/2  地方 1/2） 

    （芳賀町から LRT 設置の要望書が出ており、 

    県負担があれば、市の負担は 65億円の見込み）

既存の鉄道や LRT、循環バスや地域内交通を活用できる

公共交通網を整備していく計画であります。 

今後、導入空間や需要予測、施設整備計画を検討実施 

道路との整備事業費の比較 

宇都宮北道路５㎞ 450 億円（１ｍ当たり約 900 万円）

大谷街道の 4 車線化整備  （１ｍ当たり約 400 万円）

ＬＲＴ事業 12 ㎞ 260 億円（１ｍ当たり約 217 万円）

清原工業団地内企業からの税収と本市全体との比率 

昨年度の法人市民税 約 22 億 5 千 5 百万円余（22％）

固定資産税や事業所税などを合計した 1 年間の税収は

約 60 億円。その他、従業員の所得税などもあります。


